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説明には事欠かな p。異なったれ!IJ面から数多く挙げることができる。前節第二章の ( 1 ) 










る」という言葉で始まっているように，この草のJíì自 715の発端iは前章の 111 にある。第四十章
は， 第三卜九章と切り 111Cすならば，すでに書き起こしから論点の所在が!暖I味になる。モン
テーニヱが何かのJIH 1:1] で抗 "~I十章のlli自恕を現在の位置に;泣くために，日頭に言葉を書き加















































モンテーニュが自由に脱線することができるのは， wエセ -j が「支離滅裂な断片の寄せ集








し方であり，いささかも気取りや技巧がなく自由奔放で，大胆な ((desreglé , 





先に「支離滅裂J と訳した (descousu) という語は，自己の随想を卑下した形容ではな
く，その逆説的な肯定なのである。 (descousu) とは「気取りや技巧」の拒否であり， r一
片，一片がそれぞれに一体をなすJ という原理にもとづいている。ところで「一片，一片















































1 )モンテーニュが1580年に『エセ -j を刊行するまでの著作活動は二つの時期に分け




2) n -XVI , p.427 , p.24. 前者は1580年出版の『エセー.1 (Essais de Messire 
Michel Seignevr de Montaigne , livre premier et second. A Bovrdeavs. 




3) n-xxxm , p.553 , p.96. 
4 )拙稿第二章の( 1 )表現法の個性(追手門学院大学創立十周年記念論集)参照。
5) n -x, p. 97-p. 98, p.294. 
6) 皿 -IX ， p.995, p.300. 尚 1580年版にない部分では，前者のページ数は， Le s 
Essais de Michel de Montaigne , 馘ition par Pierre Villey , r駟mprim馥 
sous la direction et avec une pr馭ace de V..L. Saulnier (P. U. F.) による。









思う。(n -xxxvn , p.595 , p. 114. ) 
つまり『エセ-.1は脈絡のない「断片」というだけではなく，時間的な中断のある




9) 1 -XXVI , p. 231 , p.127-p.128. 
19 
10) このレベルの自己描写は註( 8) の自己描写と同じではない。後者から前者へ発展
してゆく。
11) n -XVH , p.460, p.43. 
